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土 木 費 

 

 

土木費の支出済額は、3,798,626,829円で、対前年度比375,651,438円、9.00パーセントの減で、歳出

総額に対する構成比は8.72パーセントです。 
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＜目的＞ 
 無秩序な市街化を防止し、良好な市街地の形成を図ります。 
 
＜内容＞ 
 開発事業者が行う開発行為等に対し、都市計画法や市条例等に基づき、審査、指導を行い適正な許認 
可事務などを行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 開発許可等 
    都市計画法に基づく開発許可等の受付、許可等の件数は次のとおりです。 

区    分 
受     付 許  可  等 

件  数 面  積 件  数 面  積 

開 発 許 可（法29条） 
      件 

114 

       ㎡ 

99,147 

 

      件 

111 

    ㎡ 

105,421 

建 築 許 可（法43条） 30  6,492 31   2,693,855 

適 合 証 明      （規則60条） 236 1,610,545 228 1,542,894 

合    計 380 1,716,184 370 4,342,170 

                      ※受付及び許可件数には、市の建築協議を含まず。 
２ 開発行為に関する協議及び指導 
    狭山市宅地等の開発に関する指導要綱に基づく事前協議の締結件数は、次のとおりです。 

⑴ 用途別事前協議の締結件数 

区  分 専用住宅 共同住宅 店  舗 工  場 公益施設 その他 合  計 

件  数 27 件 4件 5件 1 件 5件 8件 50件 

 
⑵ 地区別事前協議の締結件数 

区  分 入間川 入 曽 堀 兼 奥 富 柏 原 水 富 新狭山 狭山台 合  計 

件  数 14件 8件 7件 4件 7件 6件 2件 2件 50件 

 
３ 開発行為等に伴う相談及び指導 
    開発行為等の書面による相談受付件数は、219件です。 
 

 

 

 
開発指導事業 

予 算 現 額 751,000円 決 算 額 663,326円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

87,674円 

737,175円 

△73,849円 

△10.02% 

 

 

 

663,326円 

 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 １項 ２目 建築指導費 
 

(開発審査課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 建築基準法等の所掌法令に基づき、公共の福祉の増進に資することを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 建築基準法、バリアフリー法、建築物省エネ法、屋外広告物法、建設リサイクル法、長期優良住宅法 
等の所掌法令に基づき、民間事業者等が行う各種計画等に対し、法令に基づき適切な指導や助言を行う 
と共に、申請に対する許認可事務を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 建築基準法関係 

⑴ 建築確認等 
建築確認（建築設備及び工作物を含む）等の主な受付件数は、次のとおりです。 

区 分 
建築確認 計画通知（国・県・市の建築物等） 

申請受付 計画変更受付 申請受付 計画変更受付 

件 数 39件 0件 3件 0件 

区 分 
許認可 検 査 

建築許可受付 仮使用認定受付 中間検査受付 完了検査受付 

件 数 1 1 0 27 

 
⑵ 道路位置指定 

建築主等により築造された道を特定行政庁が建築基準法の道路として指定又は廃止した内訳は、
次のとおりです。 

区 分 
受     付 指  定  通  知 

件  数 延  長 面  積 件  数 延  長 面  積 

指 定 2件 40.65ｍ 253.64㎡ 3件  75.57ｍ 408.60㎡ 

廃 止 2 45.80 268.14 2 45.80 268.14 

 
⑶ 建築物等の定期報告 

多くの人が利用する集会所、病院、共同住宅、店舗等で一定規模以上の建築物、建築設備及び昇
降機等の所有者(管理者)は、その安全性を保つために定期的に有資格者による状況調査(検査)をさ
せ、その結果について特定行政庁への報告が義務付けられています。 
本規定に基づく報告件数は、次のとおりです。 

区 分 建 築 物 建 築 設 備 防 火 設 備 昇降機設備等 合 計 

報告件数 65件 172件 29件 607件 873件 

 

 
建築審査事業 

予 算 現 額 3,063,000円 決 算 額 2,901,633円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

161,367円 

2,994,621 円 

△92,988円 

△3.11% 

 

20,250円 

 

1,623,530 円 

1,257,853 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 １項 ２目 建築指導費 
 

(建築審査課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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２ 建設リサイクル法関係 
特定建設資材（木材・コンクリート・アスファルト等）を用いた建築物等の解体工事、新築工事又

は工作物に係る土木工事等で一定の規模を超えるものについては、建設リサイクル法に基づき分別解
体・特定建設資材の再資源化及び事前の届出等を義務付けています。 
本規定に基づく届出件数等は、次のとおりです。 

区 分 届  出（民間事業者） 通  知（公共公益事業者） 

合 計 
種 別 

建築物の
解体 

建築物の
新築・増
築・修繕・
模様替 

その他工
作物に関
する工事 

建築物の
解体 

建築物の
新築・増
築・修繕・
模様替 

その他工
作物に関
する工事 

件 数 248件 26件 58件 5件 4件 60件 401件 

 

３ 屋外広告物法関係 
良好な景観の形成と風致（自然のもつ美しさ）の維持及び公衆に対する危害の防止から、屋外で公

衆に表示される広告板、広告塔等の広告物については、屋外広告物法及び埼玉県屋外広告物条例の規
定に基づき規制を行っています。 
本規定に基づく許可件数は、次のとおりです。 

区 分 広 告 板 広 告 塔 電柱等利用広告 標識利用広告 その他 合  計 

受 付 106件 4件 2件 1件 8件 121件 

許 可 104 4 2 1 8 119 

 

４ 長期優良住宅の普及に関する法律関係 
長期にわたり良好な状態で使用するための措置が講じられた優良な住宅の普及を促進するため「長

期優良住宅の普及に関する法律」に基づき認定を行っています。 
本規定に基づく認定件数は、次のとおりです。 
なお、本認定により、住宅ローン減税等の税制上の優遇を受けることができます。 

区   分 受  付 認  定 

認 定 申 請 91件 91件 

計 画 の 変 更  4 4 

譲受人決定に伴う変更 2 2 

地位承継の承認申請 1 1 

 
５ 建築物省エネ法関係 

⑴ 届出 
建築物省エネ法により、床面積（棟単位）が 300平方メートル以上の建築物（住宅を含む）の新築・

増改築については、省エネルギーのための措置に関する届出が必要となります。 

区   分 件  数 

届   出 28件 

 
⑵ 認定 
建築物省エネ法に基づき、建築物の新築等の計画について、建築物のエネルギー消費性能が一定の

水準（誘導基準）を満たしている場合に認定（性能向上計画認定）を受けることができます。 

区   分 件  数 

性能向上計画認定 0件 
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＜目的＞ 
 建築主等の理解と協力のもとに、建築行為に係る後退部分を道路として整備するため、市に寄付して 
いただくことにより、安全で良好な市街地の形成と住環境の向上を図ることを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 建築基準法第 42条第 2項道路の後退用地の寄付をした建築主等に対し、分筆登記に係る費用について 
の補助金の交付及び後退部分の工作物等の撤去に係る費用についての補助金の交付を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 

補助金交付実績 

区   分 補助金交付件数 補助金交付総額 
1件当たりの 
平均交付額 

対象面積 

分筆手数料補助金 48件 9,480,000円 197,500円 
754.29㎡ 

工作物撤去補助金 18 2,936,000 163,111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
道路後退整備事業 

予 算 現 額 12,500,000円 決 算 額 12,416,000円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

84,000円 

9,694,980 円 

2,721,020 円 

28.07% 

 

2,212,000 円 

 

2,706,600 円 

7,497,400 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 １項 ２目 建築指導費 
 

(建築審査課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 旧耐震基準で建築された住宅や一定規模以上で多数の者が利用する民間建築物の耐震診断・耐震改修 
工事及び地震等で倒壊の恐れのある危険なブロック塀等の改修工事に対して補助金を交付し、建築物の 
耐震化を促進するとともに、災害に強いまちづくりを推進します。また、民間建築物の吹き付けアスベ 
スト含有調査に対して補助金を交付し、生活環境の保全を図ることを目的とします。 
 
＜内容＞ 
１ 昭和 56 年 5 月 31 日以前の旧耐震基準で建築確認を取得し建築された木造戸建住宅、区分所有共同

住宅及び民間特定既存耐震不適格建築物の耐震診断・耐震改修工事に要する費用の一部を補助します。 
２ 民間建築物に施工された吹き付け材が、吹き付けアスベストなどであるおそれのあるものについて、

含有調査を実施する費用を補助します。 
３ 道路に面する危険なブロック塀などの撤去や、安全なフェンスなどへの改修工事の費用の一部を補

助します。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 無料耐震診断件数 

区   分 職員による件数 建築士会との共催による件数 

木造戸建て住宅 

無料耐震診断 
1件 

10月 

（会場：市民交流センター） 

3月 

（会場：新狭山公民館） 

15件 8件 

 
２ 補助金交付実績 

 
 

 

 

区   分 申請受理件数 補助金交付件数 補助金交付総額 1件当たり平均交付額 

木造戸建て住宅 

耐震診断補助金 
1 件 1 件 50,000 円 50,000 円 

木造戸建て住宅 

耐震改修工事補助金 
2 2 500,000 250,000 

危険ブロック塀等 

改修事業補助金 
12 10 2,185,000 218,500 

 
民間建築物耐震改修等促進助成事業 

予 算 現 額 7,250,000円 決 算 額 2,735,000円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

4,515,000 円 

1,275,000 円 

1,460,000 円 

114.51% 

275,000円 

 

 

 

2,460,000 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 １項 ２目 建築指導費 
 

(建築審査課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 国土調査法に基づく調査であり、市が主体となって一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、
境界の位置と面積を測量し地籍の明確化を図ることにより、国土の開発及び保全並びにその利用の高度
化に資することを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 昭和 40年度から地籍の明確化、土地利用の高度化に資することを目的に地籍調査を実施しています。 
 地籍調査の工程は、一筆地調査と地籍測量に分かれ、一筆地調査においては土地所有者の立会いのも
とで筆毎の境界を確認します。地籍測量においては、一筆地調査で確認された境界の測定及び筆毎の土
地の面積測量を行い地籍簿・地籍図を作成します。一般の閲覧に供した後、その成果は法務局に送付す
るとともに市で保管し活用しています。 
 
＜実績・成果等＞ 

調査地区名 調査計画面積 事業面積 完了面積 進捗率 

入間川・富士見一丁目・富士見二丁目・
中央四丁目 (狭山第52・53) 

41.49㎢ 0.08㎢ 36.15㎢ 87.13％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地籍調査事業 

予 算 現 額 12,457,000円 決 算 額 11,344,913円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

1,112,087 円 

8,754,593 円 

2,590,320 円 

29.59% 

 

6,678,000 円 

 

 

4,666,913 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 １項 ３目 国土調査費 
 

(管理課)                 

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 道路及び水路の敷地を適切に管理することを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 道路法に基づく市道認定、廃止及び変更手続き、道路占用許可や道路工事施行承認事務、道路及び水
路の管理などです。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 道路占用許可 

電柱・ 
電話柱 

街灯柱 
諸 管 埋 設 

看板・ 
標識の類 

建築用 
足場囲い 

その他 合 計 
上水道 下水道 ガス管 地下 

ケーブル 
80件 10件 277件 357件 239件 11件 39件 16件 124件 1,153件 

 
２ 公共物(水路)使用許可 

諸 管 埋 設 通路・ 
出入口 

電柱・ 
電話柱 

その他 合  計 
上水道 下水道 ガス管 

6件 18件 6件 53件 9件 20件 112件 

 
３ 施行承認 

歩道切り下げ 舗装整備 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去 その他 合  計 

10件 81件 1件 110件 202件 

 
４ 不用道水路敷地の売り払い 

道 路 敷 地 水 路 敷 地 合 計 
件数 面積 件数 面積 件数 面積 
7件 698.37 ㎡ 4件 211.96㎡ 11件 910.33㎡ 

 
５ 違反屋外広告物の簡易除却枚数 

は り 紙 は り 札 立 看 板 広 告 旗 合 計 
42枚 379 枚 38枚 8枚 467枚 

 

 

 

 

 

 
道路橋りよう管理事業 

予 算 現 額 11,181,000円 決 算 額 10,574,406円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

606,594円 

10,145,317 円 

429,089円 

4.23% 

 

 

 

1,965,300 円 

8,609,106 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 １目 道路橋りよう総務費 
 

(管理課)                 

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 道路台帳については、道路法に基づき毎年度調査を行い、閲覧に供するとともに、地方交付税算定の
基礎資料として活用しています。 

水路台帳については、法定外公共物である水路の適正な管理に資するため、台帳の整備を行います。 
 
＜内容＞ 
 新設道路、改良道路並びに地籍調査、境界査定等で境界が確定した道路について、道路台帳の加除、
修正を行います。 

また、水路の現況調査、測量、平面図、境界成果図の作成を行っています。 
 
＜実績・成果等＞ 

道路台帳については、本年度に新規路線として台帳を整備した 20路線、区域変更された 5路線の合計
25 路線、約 5.5キロメートルについて、測量及び図面の作成を実施しました。これを基に、4,514路線、
約 860キロメートルを集計し、地方交付税算定資料を作成しています。 

水路台帳については、固定資産台帳整備に向けた基礎資料を作成するため、赤間川 5.8 キロメートル
について測量を行い、水路図及びシステムデータファイルを作成しました。 

また、作成した台帳を道路管理システムへ取り込み、窓口業務の対応にも活用しています。 
 
内訳表 

地区 

道 路 台 帳 

新 規 認 定 区 域 変 更 合 計 

路線数 延長 路線数 延長 路線数 延長 

幹線 1 2,432.90ｍ  ｍ 1 2,432.90ｍ 

入間川 14 1,697.02  5 902.60  19 2,599.62  

入曽 2 253.10    2 253.10  

堀兼         

奥富       

柏原         

水富 3  264.19     3 264.19  

新狭山       

狭山台       

合計 20 4,647.21  5 902.60  25 5,549.81  

 

 

 

 

 
道水路台帳整備事業 

予 算 現 額 39,572,000円 決 算 額 39,170,520円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

401,480円 

37,960,920 円 

1,209,600 円 

3.19% 

 

 

 

 

39,170,520 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 １目 道路橋りよう総務費 
 

(管理課)                 

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 市道について、交通の安全性確保や道路環境の保全を行います。 
 
＜内容＞ 
 道路の不具合箇所の修繕や道路施設の維持管理を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 

道路環境の機能の維持管理として、道路等修繕 194 件、道路等清掃業務 8 件、浸透井等清掃業務 6 件
街路樹管理等業務 38件を実施し、交通の安全を確保しました。 
 
１ 修繕実施状況 

区  分 件  数 需用費(道路修繕料) 

道路等修繕 194件 194,326,560円 

 
２ 業務委託実施状況 

区  分 件  数 委 託 料 

道路等清掃業務 8 件 10,526,760 円 

浸透井等清掃業務                     6  6,176,044  

街路樹管理等業務 38  41,718,240  

合  計   52  58,421,044  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
道路維持補修事業 

予 算 現 額 314,092,000円 決 算 額 310,370,623円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

3,721,377 円 

296,467,060 円 

13,903,563 円 

4.69% 

3,000,000 円 

 

 

162,094,000 円 

145,276,623 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ２目 道路維持費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市計画道路などの幹線市道や一般市道の舗装の破損が著しい路線を対象に、交通の安全性や円滑化
を図ります。 
 
＜内容＞ 
 都市計画道路などの幹線市道や幹線道路などを補完する一般市道について、「市道舗装修繕計画」に基
づき、計画的に舗装修繕工事を行います。その他の一般市道も、計画的に修繕工事を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
 車道舗装 24,794平方メートルを実施し、交通の安全性や円滑化を図りました。 
 
１ 工事別施工状況 

区  分  件  数 請 負 額 工 事 延 長 

道路修繕工事 3 件 10,562,400 円 377.0ｍ 

舗装修繕工事 6   118,776,240   2,032.0  

合  計 9   129,338,640   2,409.0  

 
２ 業務委託実施状況 

区  分  件  数 委 託 料 

調査業務 2件 9,722,160円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
道路修繕事業 

予 算 現 額 139,354,000円 決 算 額 139,060,800円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

293,200円 

184,042,800 円 

△44,982,000 円 

△24.44% 

67,293,000 円 

 

57,000,000 円 

5,000,000 円 

9,767,800 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ２目 道路維持費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市計画道路を補完する一般市道の安全性や利便性の向上を図ります。 
 
＜内容＞ 
 一般市道の拡幅等の整備を計画的に実施します。 
 
＜実績・成果等＞ 

一般市道の整備推進を図るため、次の事業を実施しました。 

 

１ 事業用地の取得 

件    名 取 得 場 所 取 得 額 

一般市道用地取得 
大字青柳・ 

大字南入曽地内 
10,543,217円 

 

２ 事業用地の取得に伴う物件補償 

件    名 補 償 場 所 補 償 料 

一般市道用地取得に伴う物件補償 大字青柳地内 15,879,483円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一般市道整備事業 

予 算 現 額 51,894,000円 決 算 額 27,911,431円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

22,939,723 円 

1,042,846 円 

66,158,806 円 

△38,247,375 円 

△57.81% 

 

 

 

1,000,000 円 

26,911,431 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ３目 道路新設改良費 
 

(街路整備課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 身近な生活道路である一般市道の安全性や利便性の向上を図ります。 
 
＜内容＞ 
 一般市道の道路改良工事を実施します。 
 
＜実績・成果等＞ 

通行車両や歩行者等の安全性、利便性の向上を図るため、道路改良工事を進めるとともに、道路測量・
設計・調査業務、道路用地の取得を実施しました。 
 
１ 工事別施工状況 

区  分 件  数 請 負 額 工 事 延 長 

道路改良工事 4件 11,594,880円 239.5ｍ 

 
２ 測量・設計・調査及び登記業務実施状況 

区  分 件  数 委 託 料 他 

測量・設計・調査業務 2 件 6,511,320 円 

登 記 業 務 5  1,963,594  

合  計 7  8,474,914  

 
３ 道路改良工事に伴う用地取得状況 

区  分 路線数 対象者 
取 得 面 積 

金 額 
宅 地 山 林 鉄道用地 計 

道路用地 
取得 

3路線 6人 25.57㎡ 74.16㎡ 1.72㎡ 101.45㎡ 2,219,464円 

 
 
 
 
 

 
道路改良事業 

予 算 現 額 27,810,000円 決 算 額 25,800,831円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

2,009,169 円 

 

25,800,831 円 

皆増 

 

 

10,400,000 円 

1,000,000 円 

14,400,831 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ３目 道路新設改良費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 市が管理する橋梁の点検調査や修繕及び更新等の維持管理を行います。また、重要な橋梁については
「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、適切な維持・保全を図ります。 
 
＜内容＞ 
 橋梁点検等を実施するとともに、埼玉県が実施する不老川改修事業に併せ、橋梁の架け替え工事を実
施します。 
 
＜実績・成果等＞ 
 不老川改修事業に併せ、橋梁名称「石橋」の架け替え工事を進めるとともに、橋梁点検業務等を実施
しました。 
 
１ 工事別施工状況 

区  分 件  数 請 負 額 工 事 延 長 

橋りよう改良工事 2件 71,646,520円 ― 

 
２ 業務委託実施状況 

区  分 件  数 委 託 料 

調 査 業 務 3件 10,055,880円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
橋りよう維持保全事業 

予 算 現 額 153,284,000円 決 算 額 83,987,924円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

68,931,000 円 

365,076円 

253,076,250 円 

△169,088,326円 

△66.81% 

4,400,000 円 

41,572,000 円 

31,600,000 円 

4,322,000 円 

2,093,924 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ４目 橋りよう維持費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 水路・調整池等の機能の保全を図ります。 
 
＜内容＞ 
 水路・調整池の除草、清掃作業及び水路やポンプ施設等の維持修繕を実施します。 
 
＜実績・成果等＞ 

施設の維持修繕、点検を行うことで良好な維持管理を実施するとともに、除草、清掃を実施し、それ
ぞれの機能確保を図りました。 
 
１ 工事別施工状況 

区 分 件 数 需用費（施設修繕料） 

水路等修繕 23件 8,594,856円 

 
２ 業務委託実施状況 

区  分 件 数 委 託 料 

水路等除草業務           23件 24,304,650 円 

水路清掃等管理業務  10                                               6,341,760 

ポンプ等保守点検業務  3                                                  1,512,000 

合 計 36                                             32,158,410 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
水路維持管理事業 

予 算 現 額 44,196,000円 決 算 額 43,188,706円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

1,007,294 円 

62,042,254 円 

△18,853,548 円 

△30.39% 

 

7,710,000 円 

 

 

35,478,706 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ５目 雨水対策費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市化に伴い雨水の浸透機能が低下し、水路のいっ水による浸水被害が発生していることから、水路
の機能向上を図り被害の緩和や解消に資することを目的としています。 
 
＜内容＞ 
 水路の機能向上を図るため、未整備水路や老朽化した水路の改良工事を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
 施設を改良することで、水路の機能向上を図り豪雨時の浸水被害の軽減を図りました。 
 
１ 工事別施工状況 

区 分 件 数 請 負 額 工 事 延 長 

水路改良工事 6件 22,595,320円 305.0ｍ 

 
２ 業務委託実施状況 

区 分 件 数 委 託 料 

設計業務 1件 756,000円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
水路改良事業 

予 算 現 額 23,876,000円 決 算 額 23,351,320円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

524,680円 

17,487,800 円 

5,863,520 円 

33.53% 

 

 

 

 

23,351,320 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ５目 雨水対策費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市化による保水機能の低下とともに、近年の集中豪雨等により河川や水路などの流下能力が不足す
る各所で生じるいっ水被害の緩和や解消を図ります。 
 
＜内容＞ 
 河川や水路などのいっ水被害の緩和や解消を図るため、不老川などの改修等について関係機関へ要請
するとともに、流出抑制や雨水対策を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
 河川の流域対策や、水路関連施設等の整備を推進することにより、いっ水被害の緩和や解消を図りま
した。 
 
１ 工事別施工状況 

区 分 件 数 請  負  額 工 事 内 容 

雨水対策工事 1件 1,285,200円 管布設工 21.0ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
雨水対策事業 

予 算 現 額 1,686,000円 決 算 額 1,570,200円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

115,800円 

8,638,240 円 

△7,068,040 円 

△81.82% 

 

 

 

 

1,570,200 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ２項 ５目 雨水対策費 
 

(道路雨水課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 土地利用の適正な利用と保全を図るため、また、既成市街地における快適な居住環境の創出、都市機
能の更新、良好な市街地の整備改善を図る為、都市計画法に基づき、一定の手続きにより決定または変
更すること、及び都市計画の制限内容についての情報提供を行うことを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 都市計画決定または変更の事務手続き、都市計画審議会の運営、土地利用調査等の実施、都市計画制
限等の情報提供、及び既成市街地や新市街地において進めている都市基盤の整備や居住環境の改善に関
する調整等を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 都市計画手続き 

⑴ 狭山工業団地拡張地区基盤整備事業に係る都市計画の変更 
狭山工業団地拡張地区（柏原鳥之上地区及び上広瀬西久保地区）において、平成 31 年 1 月 29 日

付けで都市計画変更を行いました。 
【都市計画の変更事項】 
・区域区分の変更（市街化調整区域 約 19.5ヘクタールを市街化区域に編入） 

変更後の区域面積 
市街化区域：約 1,462 ヘクタール、市街化調整区域：約 3,442ヘクタール 

・道路の変更（埼玉県決定分）東京狭山線、熊谷入間線及び狭山飯能線の変更 
・道路の変更（狭山市決定分）笹井柏原線の変更 
・用途地域の変更  

柏原鳥之上地区：工業専用地域に指定（約 8.2 ヘクタール） 
上広瀬西久保地区：工業地域に指定（約 11.3 ヘクタール） 

・防火地域及び準防火地域の変更  
変更後の面積（準防火地域：約 19.5ヘクタール増） 
防火地域：約 9.8 ヘクタール、準防火地域：約 107.8ヘクタール 

・土地区画整理事業の変更 
・地区計画の変更 
・下水道の変更 

⑵ 生産緑地地区の都市計画変更 
生産緑地法第 10 条の規定に基づく買取り申出に伴い、同法第 14 条の規定に基づく行為制限の解

除した地区について、都市計画変更を行いました。 
変更後の地区数及び面積 160地区 約 34.99ヘクタール 

 
２ 住環境整備 

⑴ 空き家対策 
狭山市空家等の適正管理に関する条例が平成 30年 4月 1日に施行されました。また、条例施行に

伴い、狭山市空家等対策協議会を平成 30年 11月 1 日に設置しました。 
 

 
都市計画管理事業 

予 算 現 額 293,857,000円 決 算 額 292,588,219円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

1,268,781 円 

293,984,731 円 

△1,396,512 円 

△0.48% 

 

 

 

5,400円 

292,582,819 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 １目 都市計画総務費 
 

(都市計画課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 入間小学校跡地の利活用を中心に入曽駅周辺の利便性及び安全性を高め、新たな拠点整備を図ります。 
 
＜内容＞ 
 入曽駅周辺の安全性や利便性を高めるため、駅前広場の整備や駅周辺の活性化に資する民間施設の誘
導などを実施し、新たな拠点整備を図ります。 
 
＜実績・成果等＞ 

入曽駅周辺整備事業における整備手法を一部見直しし、基本計画の変更を行いました。 
また、基本計画において土地区画整理事業により整備する区域では、必要な測量及び基本設計を行い

概略換地設計や事業計画書の作成を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
入曽駅周辺整備事業費（総合戦略事業） 

予 算 現 額 30,500,000円 決 算 額 29,562,840円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

937,160円 

10,888,560 円 

18,674,280 円 

171.50% 

 

 

 

 

29,562,840 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 １目 都市計画総務費 
 

(都市計画課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 圏央道インターチェンジ周辺の狭山工業団地に隣接する 2 地区について、埼玉県の「田園都市産業ゾ
ーン基本方針」に基づき、基盤整備を実施し、企業立地を促進することを目的とします。 
 
＜内容＞ 
 圏央道インターチェンジ周辺の狭山工業団地に隣接する 2 地区について、埼玉県の「田園都市産業ゾ
ーン基本方針」に基づき、土地区画整理事業や地区計画などによる基盤整備の推進を図ります。 
 
＜実績・成果等＞ 
 平成 31 年 1 月 29 日付けで都市計画の変更が完了するとともに、土地区画整理組合の設立が認可され
ました。その後、土地区画整理組合の設立総会が開催され、業務代行者を決定し、土地区画整理事業の
工事に着手しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
狭山工業団地拡張地区基盤整備事業 

予 算 現 額 77,000円 決 算 額 15,780円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

61,220円 

24,853円 

△9,073円 

△36.51% 

 

 

 

 

15,780円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ２目 都市基盤整備費 
 

(都市計画課)               

比    較 

決算事項別明細書 

 

ページ 

 

219 



 - 229 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞ 
 都市の骨格となる都市計画道路の整備を実施し、道路網の更なる充実を図ります。 
 
＜内容＞ 
 中央児童館東交差点から国道 16号までの延長約 580メートル区間について、整備を実施しました。 
 
＜実績・成果等＞ 

狭山市駅上諏訪線（市道幹第 91号線）の整備に伴い、管理に必要となる次の事業を実施しました。 

１ 道路台帳業務委託等 

委  託  名 委 託 場 所 委 託 料 

狭山市駅上諏訪線道路台帳業務委託ほか 1件 
入間川四丁目・ 

鵜ノ木地内 
7,106,400円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
狭山市駅上諏訪線整備事業 

予 算 現 額 8,504,000円 決 算 額 7,663,200円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

840,800円 

172,667,944 円 

△165,004,744円 

△95.56% 

 

 

 

 

7,663,200 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ３目 街路事業費 
 

(街路整備課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市の骨格となる都市計画道路の整備を実施し、道路網の更なる充実を図ります。 
 
＜内容＞ 
 狭山市駅東口土地区画整理事業区域境から東京狭山線までの延長約 930 メートル区間について、整備
を推進します。 
 
＜実績・成果等＞ 

狭山市駅加佐志線の整備推進を図るため、次の事業を実施しました。 

１ 調査等の業務委託 

委  託  名 委 託 場 所 委 託 料 

狭山市駅加佐志線物件調査積算業務委託ほか 4件 入間川地内 9,075,240円 

 

２ 事業用地の取得 

件    名 取 得 場 所 取 得 額 

狭山市駅加佐志線用地取得 入間川地内 119,747,565円 

 

３ 事業用地の取得に伴う物件補償 

件    名 補 償 場 所 補 償 料 

狭山市駅加佐志線用地取得に伴う物件補償 入間川地内 50,102,847円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
狭山市駅加佐志線整備事業 

予 算 現 額 197,640,000円 決 算 額 180,800,585円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

14,494,000 円 

2,345,415 円 

43,806,517 円 

136,994,068 円 

312.73% 

16,200,000 円 

 

13,900,000 円 

 

150,700,585 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ３目 街路事業費 
 

(街路整備課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 都市の骨格となる都市計画道路の整備を実施し、道路網の更なる充実を図ります。 
 
＜内容＞ 
 工業団地日高線から東京狭山線間の延長約 420メートル区間と国道 407号から上広瀬土地区画整理事 
業区域境までの延長約 590メートル区間について、整備を推進します。 
 
＜実績・成果等＞ 

笹井柏原線の整備推進を図るため、次の事業を実施しました。 

１ 調査等の業務委託 

委  託  名 委 託 場 所 委 託 料 

笹井柏原線用地測量業務委託ほか 4件 
大字上広瀬・ 

大字下広瀬地内 
29,545,560円 

 

２ 事業用地の取得 

件    名 取 得 場 所 取 得 額 

笹井柏原線用地取得 
大字上広瀬・ 

大字下広瀬地内 
4,103,497円 

 

３ 事業用地の取得に伴う物件補償 

件    名 補 償 場 所 補 償 料 

笹井柏原線用地取得に伴う物件補償 
大字上広瀬・ 

大字下広瀬地内 
131,155円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
笹井柏原線整備事業 

予 算 現 額 62,417,000円 決 算 額 34,432,307円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

25,811,000 円 

2,173,693 円 

12,361,680 円 

22,070,627 円 

178.54% 

7,681,000 円 

 

1,600,000 円 

 

25,151,307 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ３目 街路事業費 
 

(街路整備課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 自然と市民生活との調和による良好な生活環境の増進及び、永続的な緑地の保全を図ります。 
 
＜内容＞ 
 保存樹木の指定及び管理費の一部として助成金を交付します。また、公有地化したふるさとの緑の景
観地内の平地林、柏原地区他の斜面緑地について、除草、剪定、枯損木処理等の維持管理を行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
 保存樹木の指定 
 緑の啓発を図るとともに、都市化の進む中で緑地の保全を目的として、保存樹木の指定を行い、管理
費の一部を助成しました。 
 

区 分 本年度末指定数量 
本年度中の指定の増減 助成対象数量 

(10月 1日基準)

日） 

助成金額 
指定 解除 

保存樹木 166 本 1本  1本  166本  365,200 円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
緑地保全管理事業 

予 算 現 額 11,480,000円 決 算 額 10,295,733円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

1,184,267 円 

8,387,604 円 

1,908,129 円 

22.75% 

 

6,888円 

 

 

10,288,845 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ５目 緑地保全費 
 

(みどり公園課)              

比    較 

決算事項別明細書 

 

ページ 

 

221 



 - 233 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞ 
 緑化推進を行うため、苗木の配布を行います。 
 
＜内容＞ 
 埼玉県緑化推進委員会から交付される緑の募金緑化事業の交付金を用いて購入した苗木の配布を行い、
市街地の緑化を推進します。 
 
 
＜実績・成果等＞ 

配布場所 配布苗木 個数 金額 

稲荷山公園 

（稲荷山のつつじまつり） 
ヤマツツジ 100本 44,280円 

智光山公園 

（わくわく公園まつり） 
ポインセチア 230株 62,100円 

 
※埼玉県緑化推進委員会からの交付金額 100,000円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市街地緑化推進事業 

予 算 現 額 248,000円 決 算 額 129,060円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

118,940円 

162,684円 

△33,624円 

△20.67% 

 

 

 

100,000円 

29,060円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ５目 緑地保全費 
 

(みどり公園課)              

比    較 
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＜目的＞ 
 公園を安全で安心して快適に利用するため施設管理を推進します。 
 
＜内容＞ 
 市内各公園の維持管理を行います。なお、新狭山公園、狭山台中央公園、上奥富運動公園、鵜ノ木運 
動公園、堀兼・上赤坂公園については運営業務を指定管理により行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 公園の維持管理 
  都市公園をはじめ街区公園、河川敷公園は 198カ所であり、市の維持管理対象面積は 1,372,428.08

平方メートルとなっています。 
 
２ 運動施設等の利用状況 
  スポーツ施設は、市民の体力づくり、健康づくりの場として利用されています。 
 
 
 
〔利用状況〕 
 

施   設   名 施設数 
利用可能 

回  数 
利用回数 利用人数 利 用 率 

新狭山公園 
テ ニ ス コ ー ト 4 7,592回 5,430回 25,876人 71.52％ 

野 球 場 1  1,812    810 10,696  44.70 

狭山台中央 
公 園 

テ ニ ス コ ー ト 3  3,868  2,583 14,019  66.78 

野 球 場 1  1,160    505  6,659  43.53 

上 奥 富 
運 動 公 園 

野 球 場 2  2,389    889 13,143  37.21 

コ ン ビ ネ ー シ ョ ン 
グ ラ ウ ン ド 

4  4,523  1,171 21,293  25.89 

堀兼・上赤坂
公 園 

多 目 的 グ ラ ウ ン ド 1  1,254    775 10,389  61.80 

鵜 ノ 木 
運 動 公 園 

テ ニ ス コ ー ト 3  3,162    891  3,480  28.18 

野 球 場 2  2,112    596  5,991  28.22 

 
公園管理事業 

予 算 現 額 156,476,000円 決 算 額 155,873,393円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

602,607円 

151,269,985 円 

4,603,408円 

3.04% 

 

319,680円 

 

300,000円 

155,253,713 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ６目 公 園 費 
 

(みどり公園課)              

比    較 

決算事項別明細書 
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広瀬河川敷 
公 園 

野 球 場 1  1,392    352  6,625  25.29 

少 年 野 球 場 1  1,409    141  3,146  10.01 

ソ フ ト ボ ー ル 場 兼 
サ ッ カ ー 場 

2  2,953  1,188 52,629  40.23 

ソ フ ト ボ ー ル 場 兼 
少 年 サ ッ カ ー 場 

1  1,466    331 13,062  22.58 

少 年 サ ッ カ ー 場 1  1,474    406 27,481  27.54 

柏原河川敷 
公 園 

サ ッ カ ー 場 2  3,320  1,546 32,931  46.57 

多 目 的 広 場 1  1,675    957 18,360  57.13 

少 年 野 球 場 1  1,628    581 18,543  35.69 

入 曽 
多目的広場 

テ ニ ス コ ー ト 6  7,296  3,287  9,749  45.05 

ソ フ ト ボ ー ル 場 1 1,273    127  1,367   9.98 

狭 山 ・ 入 曽 パ ー ク 1 4,069 2,139  5,178 52.57 

下 奥 富 
運 動 公 園 

少 年 サ ッ カ ー 場 1 1,641   701 16,175 42.72 

ソ フ ト ボ ー ル 場 2 3,320 1,298  6,470 39.10 

野 球 場 1 1,861 1,170 23,940 62.87 

 
３ 委託料 

⑴ 新狭山公園ほか 4公園指定管理料    49,490,000円 
⑵ 市内各公園の除草・清掃等管理委託料  75,958,844 円 

 
 
４ 工事請負費 

⑴ 入間川 1丁目緑地公園植栽工事       486,000 円 
⑵ 上奥富運動公園植栽工事          388,800 円 
⑶ 稲荷山公園展望台修繕工事        1,080,000 円 
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＜目的＞ 
 智光山公園全体のスケールメリットを活かした効率的な管理業務を指定管理者が実践することで、智 
光山公園及び公園内の公の施設における人員配置や維持管理業務の効率化による管理運営経費の縮減が 
期待できます。 
 
＜内容＞ 
 みどり公園課が所管する智光山公園の園地、テニスコート、こども動物園、都市緑化植物園、釣場の
管理運営業務を指定管理者が行います。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 運動施設等の利用状況 
 

⑴ 智光山公園テニスコート 

新たに6面のコートに夜間照明を設置し、全面22時まで利用可能となったとともに、テニススクール

も開催しサービス向上と利用率向上に努めました。 

〔利用状況〕 

施設数 総供用日数 利用可能回数 利用回数 利用人数 利 用 率 

16 363日 38,493回 23,531 回 108,122人 61.13％ 

 

 

⑵ 都市緑化植物園 

緑の相談所は、都市緑化植物園の中枢施設として、緑化に関する指導、相談及び展示会、更に各種

講習会を開催し、市民の緑化意識の高揚と緑化技術の普及及び向上を図りました。 

〔開催状況〕 

 件数、回数等 参加者数等 内          容 

緑 化 相 談 890件    906 人 育て方、増やし方、肥料、害虫等について 

展示会の開催  28回 23,768 山野草展、狭山の自然展、写真展、植物画展等 

講習会の開催  29回   593 用土と肥料の使い方、庭木の手入れ講座等 

 

 
智光山公園管理事業 

予 算 現 額 191,663,000円 決 算 額 191,538,504円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

124,496円 

215,505,635 円 

△23,967,131 円 

△11.12% 

12,700,000 円 

 

 

 

178,838,504 円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ３項 ６目 公 園 費 
 

(みどり公園課)              

比    較 
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⑶ こども動物園 

こどもたちが、日常的に自然や動物に親しみ、ふれあうことのできる場として、身近な小動物との

ふれあいコーナー、サマースクール、ホタル観賞会、ナイト ZOO 等の教育普及活動を中心に事業を実

施しました。 

開園日は316日、来園者は226,418人ありました。 

〔開催状況〕 

 回 数 参加者数 内          容 

イベントの開催 78回 43,445人 開園記念日、ヒツジの毛刈り、ホタル観賞会等 

 

 

⑷ 野外活動広場 

4月から11月と3月に開設しました。 

〔利用状況〕 

 施 設 数 総供用日数 使用日数 利 用 人 数 使用率 

テントサイト 8  275 日  252日   4,879 人   91.64％ 

宿泊棟 2 275  183  1,470  66.55 

 
 

⑸ 釣場 

豊かな自然の中で釣りに親しんでもらえるよう、釣り大会等の事業を実施しました。 

開場日数は313日、入場者数は12,565人ありました。 

〔開催状況〕 

 回 数 参加者数 内          容 

イベントの開催 11回 317人 釣り教室、釣り大会等 

 

 
２ 委託料 

⑴ 智光山公園指定管理料          173,493,000 円 
   
 
３ 工事請負費 

⑴ 智光山公園アスレチック遊具改修工事   16,081,200 円 
⑵ 前山の池ポンプ修繕工事         1,285,200 円 
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＜目的＞ 
 市営住宅の 16団地 807戸は、経年劣化により、外壁や屋上等の防水及び給排水管の傷みが顕在化して 
います。また、入居者の入れ替わりに伴う空家改修工事や設備機器の交換等も実施していく必要があり 
ます。このため、既存市営住宅の改修等事業を実施します。 
 
＜内容＞ 
 既存市営住宅について、健全な居住施設としての機能を確保するため、各種の改修工事や修繕などを
計画的に実施します。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 修繕 

修繕料  82件             9,554,638円 
市営住宅入居者の住環境を確保するための、修繕や室内の電気関係器具・配線不良および給排水管

の漏水等設備器具の修理交換など小規模な緊急修繕を行いました。 
 
２ 手数料 

嘱託登記等手数料             708,810円 
旧市営住宅月見野団地の売却に向けて市営住宅用地の分筆を行いました。 

 
３ 業務委託 
 

⑴ 調査委託料                134,460円 
市営住宅中平野団地の給水管劣化診断を行いました。 

⑵ 植栽管理委託料             3,910,593円 
市営住宅敷地の樹木剪定や除草を行いました。 

⑶ 長寿命化計画策定委託料         4,536,000円 
平成 31年度から平成 35年度の計画を見直し策定したものです。 

 
４ 住宅改修諸工事費 
 

⑴ 外壁等改修工事費            34,786,800円 
市営住宅柏原団地の外壁改修等工事を行ったものです。 

⑵ 空家改修工事（25件）          15,621,228円 
⑶ その他市営住宅団地各種改修工事     29,378,326円 

 
 
 
 
 
 

 
既存市営住宅改修等事業 

予 算 現 額 100,059,000円 決 算 額 98,630,855円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

1,428,145 円 

70,773,259 円 

27,857,596 円 

39.36% 

30,342,000 円 

 

 

68,288,855 円 

 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ４項 １目 住宅管理費 
 

(住宅営繕課)               

比    較 
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＜目的＞ 
 市営住宅鵜ノ木団地建替事業の実施に伴い、耐用年数を経過した旧市営住宅上諏訪団地等を解体除却
するものです。また、解体にあたりアスベスト調査及び周辺家屋調査を実施します。 
 
＜内容＞ 
 公共施設等総合管理計画に基づき、廃止される施設の建物を速やかに除却することにより、不使用の
建物のコスト削減を図ることができます。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 調査委託料 
 

⑴ 旧市営住宅上諏訪団地等アスベスト調査委託料    815,832円 
旧市営住宅上諏訪団地及び市営住宅旧鵜ノ木団地集会所の解体に伴いアスベスト調査を行いまし

た。 
 

⑵ 旧市営住宅上諏訪団地周辺家屋調査委託料      4,590,000円 
旧市営住宅上諏訪団地の解体工事の実施に伴い、周辺家屋への影響の有無について調査を行いま

した。 
 
２ 市有建物等諸工事費         50,317,200円 
 

旧市営住宅上諏訪団地及び旧鵜ノ木団地集会所の解体工事を行いました。 
 
 
 
 
 

 

 
公共建築物解体事業 

予 算 現 額 56,182,000円 決 算 額 55,723,032円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

458,968円 

 

55,723,032 円 

皆増 

 

 

36,100,000 円 

19,623,032 円 

 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

８

款

 

土

 

木

 

費 

８款 ４項 １目 住宅管理費 
 

(住宅営繕課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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